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次
の
ペ
ー
ジ
は

委
員
会
レ
ポ
ー
ト　
「
寄
居
愛
」
で
持
続
可
能
な
町
、
目
指
せ

一
般
質
問
と
い
う
名
の
政
策
提
案

※各議員の政策提案の下にあるロゴはS
エスディージーズ

DGsの17の目標に関連しています。

安
全
な
道
路
整
備
事
業

の
推
進
を

権
ご ん だ

田孝
た か し

史議員

９月定例会は全議員
15名中10名が登壇

政策提案１
２
３
号
線
を
県
道
に
格
上
げ
は

問 

①
町
道
１
２
３
号
線
は
陥
没

箇
所
が
多
く
そ
の
都
度
補
修
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
交
通
量
も
非

常
に
多
い
こ
と
か
ら
県
道
に
格
上

げ
検
討
を
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

②
県
道
赤
浜
小
川
線
の
未
整
備
部

分
は
、
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
か
。

交
通
量
の
動
向
を
踏
ま
え
て
協
議

答

①
埼
玉
県
が
進
め
て
い
る
県
道

赤
浜
小
川
線
バ
イ
パ
ス
工
事
完
成

後
の
交
通
量
の
動
向
等
を
踏
ま
え
、

協
議
を
進
め
ま
す
。
②
県
道
赤
浜

小
川
線
バ
イ
パ
ス
工
事
の
早
期
完

成
要
望
と

併
せ
て
行

っ
て
い
ま

す
。

子育て・人づくり
少子化対策	 笠原

教育の充実	 笠原･稲山

産業・にぎわい
寄居駅南口周辺整備事業、
駅前拠点の管理運営	 中嶋

農業経営継続支援事業補助金
	 中嶋

地域農業の再生	 保泉

まずは経済	 稲山

人が寄るまち、集うまち	 稲山

安全性・利便性・コンパクト
トイレトレーラーの導入	 佐藤

町道123号線の道路工事	 権田

県道赤浜−小川線	 権田

荒川河原	 𠮷澤

町道3967号線	 𠮷澤

デジタル田園都市構想への取組
	 鈴木

その他
新型コロナ対策の取組

佐藤･保泉

教職員の勤務	 大澤

学校給食費無償化	 大澤

一般競争入札	 𠮷澤

職員体制の確立	 田母神

ジェンダー平等・多様性尊重の
社会を目指して　　　　　田母神

役場組織を「チャレンジする
集団」に変革すること	 稲山

道路補修後はパッチワーク模様

追跡！（過去の定例会でも質問）

新
型
コ
ロ
ナ
後
遺
症
患

者
の
支
援
体
制
を

佐
さ と う

藤理
り み

美議員

政策提案コ
ロ
ナ
後
遺
症
に
関
し
周
知
を

問 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
が
始
ま
っ
て
以
来
、
３
度
目

の
夏
を
迎
え
て
い
ま
す
。
依
然
と

し
て
感
染
拡
大
に
収
束
の
見
え
な

い
中
、
感
染
対
策
と
並
び
大
き
な

問
題
と
し
て
浮
上
し
て
い
る
の
が

後
遺
症
に
苦
し
む
人
の
急
増
で

す
。
そ
こ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
後
遺

症
に
関
し
、
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
の
周
知
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
公
式
Ｈ
Ｐ
等
で
周
知
し
ま
す

答

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
後
遺

症
に
つ
い
て
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
を
活

用
し
、
周
知

を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

２度感染すると後遺症の重症化率UP

追跡！（過去の定例会でも質問） 町のさまざまな課題等につい
て、議員が自身の提案も含め
て町に考えを聞くのが「 一般
質問」。質問項目と各議員１項
目の内容をダイジェスト版で
お知らせします。

（議員名あみがけ項目は記事掲載あり）

教
職
員
が
ゆ
と
り
を

持
て
る
勤
務
を

人
の
命
は

地
球
よ
り
重
い

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・

多
様
性
尊
重
社
会
を

大
おおさわ

澤 博
ひろし

議員

𠮷
よしざわ

澤康
やすひろ

広議員

田
た も が み

母神節
せ つ こ

子議員

政策提案

政策提案

政策提案 教
職
員
の
勤
務
時
間
改
善
を

問 

長
時
間
労
働
を
な
く
す
た
め

に
、
話
し
合
い
、
不
要
不
急
の
業

務
を
削
減
・
中
止
を
し
て
い
く
。「
元

気
に
教
壇
に
立
っ
た
方
が
、
子
ど

も
達
に
は
い
い
」
と
業
務
削
減
を

し
た
学
校
も
あ
り
ま
す
。
長
時
間

労
働
を
な
く
す
た
め
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

働
き
方
を
改
革
し
教
育
の
推
進

答

行
事
を
精
選
し
「
ノ
ー
残
業

デ
ー
」
の
設
定
や
最
小
限
の
会
議

時
間
・
回
数
、
教
員
業
務
支
援
員

の
効
果
的
な
活
用
、
電
話
対
応
時

刻
の
設
定

等
、
働
き

方
改
革
を

促
進
し
、

質
の
高
い

学
校
教
育

の
推
進
に

努
め
ま
す
。

水
難
事
故
を
な
く
す
た
め
閉
鎖

問 

（
荒
川
）立
ケ
瀬
河
原
は
、
水
難

死
亡
事
故
が
10
年
で
８
件
起
こ
っ

て
い
る
大
変
危
険
な
場
所
で
す
。

水
遊
び
が
し
た
く
な
る
時
期
は
犠

牲
者
を
１
人
と
し
て
出
さ
な
い
た
め

に
策
を
講
じ
る
べ
き
で
す
が
、
７
月

〜
８
月
は
完
全
封
鎖
す
べ
き
で
は
。

外
国
語
併
記
看
板
で
注
意
喚
起

答

外
国
の
方
の
事
故
が
多
発
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
注
意
喚
起
の

た
め
外
国
語
併
記
の
看
板
を
設

置
。
水
難
事
故
防
止
だ
け
で
な

く
、
県
か
ら
河
川
敷
地
の
占
用
許

可
を
得
る

こ
と
や
水

辺
空
間
の

活
用
も
考

慮
す
る
必

要
が
あ
る

と
思
い
ま

す
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導
入

問 

①
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
の
日
本

社
会
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

労
働
者
の
う
ち
非
正
規
労
働
者
の

割
合
、
女
性
の
割
合
は
。
②
中
小

企
業
労
働
者
の
賃
金
は
。
③
当
町

役
場
に
お
け
る
幹
部
女
性
の
登
用

は
。
④
性
暴
力
被
害
者
の
相
談
は
。

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
理
解
を

答

①
県
の
調
査
で
正
規
62
・

７
％
、非
正
規
37
・
３
％
。女
性
は
正

規
44
・
９
％
、
非
正
規
55
・
１
％
で

す
。
②
男
性
32
万
７
９
６
２
円
、女

性
は
18
万
３

１
４
７
円
で

す
。
③
20
％

を
達
成
、
30

％
が
目
標
で

す
。
④
ア
イ

リ
ス
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
が
あ

り
ま
す
。

子どものよい教育は健全な教職員から

水難死亡事故が多発「わた岩」付近

年を重ねても生き生きと

追跡！（過去の定例会でも質問）

追跡！（過去の定例会でも質問）

追跡！（過去の定例会でも質問）

に
ぎ
わ
い
創
出
の

拠
点
に
期
待

中
なかじま

嶋文
ふ み お

雄議員

政策提案愛
称
Ｙｏ
ｔ
ｔｅｃｏ
の
管
理
運
営
は

問 

南
口
駅
前
拠
点
施
設
は
、

２
０
２
３
年
春
の
オ
ー
プ
ン
に
向

け
観
光
案
内
、
事
務
所
、
特
産
品

売
り
場
等
を
備
え
た
施
設
と
し
て

建
設
が
進
め
ら
れ
愛
称
も
Ｙ
ｏ
ｔ

ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
と
決
定
。
完
成
後
の
管

理
運
営
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

指
定
管
理
者
を
想
定

答

駅
前
拠
点
施
設
は
、
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
想
定
し

て
い
ま
す
。
町
で
出
資
し
て
い
る

（
株
）
ま
ち
づ
く
り
寄
居
は
、
有
力

な
候
補
で
す
。
こ
の
施
設
が
町
の

に
ぎ
わ
い

を
創
出
す

る
拠
点
に

な
る
よ
う

努
め
ま
す
。

駅前のにぎわいを取り戻せるか

追跡！（過去の定例会でも質問）

峯
岸
新
町
長
に
質
問
・
提
言

10
名
が
登
壇

R3.12月／R4.3月

R3.3月

H31.3月／R2.9月／
R2.12月

H27.3月／R3.9月


